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研究分野

研究キーワード

SDGｓ

概要

アピールポイント

　地上望遠鏡で天体を観測すると、地球大気のゆらぎによって観測像が劣化してし
まう。補償光学系は、大気ゆらぎによって乱れた光波面の形状を計測し、その揺ら
ぎを可変形鏡で打ち消すことで、揺らぎを実時間で補償する技術である。当研究室
では太陽観測用の補償光学の開発を行っている。また、顕微鏡を用いて生体の奥を
観察する場合、手前側にある生体組織そのものが揺らぎの原因となって、画像劣化
を引き起こしてしまう。当研究室では、太陽観測用に開発してきた補償光学系を光
学顕微鏡に移植する研究も行っている。

・高速な波面揺らぎの補償
・任意の対象物への適用可能性
・望遠鏡から顕微鏡へ
・日本国内にある唯一の太陽観測補償光学系
・複雑な生体組織が対象の場合にも適用できる技術
・望遠鏡観測や顕微鏡観察に適用して科学的成果をだす
・望遠鏡による天体観測
・顕微鏡による生体観察

補償光学系による揺らぎ補正技術の開発

●情報通信
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